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本山寺山森林づくりの会」活動報告(2021.11.11) 

                                                文･写真：武田､山國 

日 時：2021(令和 3)年 11 月 11 日(木)  9:30～15:00  

気 象：晴(気温 7～8℃) 

活動エリア：４4 林班は-02 

活動内容：地域環境保全(里山林保全) 

参加者(会員)：猪川 誠､石原順子､内海宏一､斧田一陽､倉谷邦雄､黒山泰弘､武田壽夫､宮本 廣､ 

山田真也､山 國                                               計 ６名 

 

＜旧暦では 10 月 7 日＞ 

｢亥の子祭り｣の日である。曽遊の地 広島の町では子供達が｢いのこ いのこ いのこ餅ついて 繫盛せい､

繫盛せい･･･｣と囃子ながら亥の子石をついて廻る。地の神を鎮める意味があるそうだ。そこで我が方

は､お山が荒れぬよう今日もセッセと森林づくり。美しい渓と道づくりに精を出す。気温は今

年初めて 10℃切れ。昼休み､お腹は膨らんでも身体が冷える。｢ヤットコサ｣と腰を上げる。 

←広島の亥の子祭り 

＜今日の成果＞   

  斜面に気儘に横たわる倒木の玉切りは二台のチェーンソーの働きで。手鋸組は処理された倒木を棚積

みしたり､径 10cm 以下の倒木を処理していく。山道の延伸にも励み､要図の下の端(南端)､小さな崖上の､

根起こしが道を崩した辺りまで目途をつける。面積的には 0.25ha 位か？ 

(何と言っても一帯は｢落石要注意｣場所､始業時に改めて注意喚起) 

 

＜写真編①＞ 

【活動地要図】 

 

【思い々々の弁当タイム】 
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＜写真編②＞ 

【処理木塁々､山道を遮る】 

 

【写真左の棚積みで山道が均せた】 

 

【根と上からの倒木に崩された山道】 

 

【左の作業後､この先の道作りは宿題】 

 

【当面の作業地南端｡先は 3m 程の崖】 

 

【撤収時：見下ろすと棚積みが出来、沢筋スッキリ】 

 

 


